
現場説明事項 

１ 件 名   鶴ヶ島文化会館解体工事 

２ 履 行 場 所   鶴ヶ島文化会館（鶴ヶ島市大字鶴ヶ丘２８番４） 

３ 履 行 期 間   契約日 ～ 令和８年１２月２５日 

４ 発 注 内 容   別紙仕様書のとおり 

５ 支 払 条 件 

  請負代金額が、５００万円未満のときは工事完成引渡し後一括払いとし、５００

万円以上のときは次のとおりとする。 

(1) 前金払（請負金額の１０分の４以内。要保証。１万円未満の端数切捨て。） 

(2) 中間前金払（次の要件を満たしているときに限る。請負金額の１０分の２以内。

１万円未満の端数切捨て。） 

 ア 工期の２分の１を経過していること。 

 イ 工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている

当該工事に係る作業が行われていること。 

 ウ 既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負代金額の２分の１以上

の額に相当するものであること。 

 エ 当初の前金払が支出済であること。 

(3) 残金完了後支払い 

６ 質 疑 回 答 

(1) 質疑提出期限日  別途告示のとおり 

(2) 質疑回答日    別途告示のとおり 

(3) 受付・回答    質疑のある場合のみ、電子入札システムにより質疑を行う

こと。市は、質疑のあった場合のみ電子入札システムにて回

答する。なお、質疑の有無は、電子入札システムにより確認

すること。 

７ 配 付 図 書     現場説明事項 １部（本紙） 

            設計図一式    １部 

            参考数量表  １部 

８ 設計図書の優先順位 

(1) 現場説明事項及び設計図書等に対する質疑回答書  

(2) 特記仕様書  

(3) 設計図  

(4) 埼玉県工事特別共通仕様書（最新版）  

(5) 公共建築改修工事標準仕様書（最新版）  



(6) 公共建築工事標準仕様書（最新版）  

(7) 参考数量表 

９ 特 記 事 項 

(1) 入札書には、消費税及び地方消費税抜きの金額を記載すること。 

(2) 決定後における消費税及び地方消費税の計算において、１円未満の端数が生じ

たときは切り捨てるものとする。 

(3) 本工事中の事故等については、全て受注者の責任において処理すること。なお、

事故等が発生した場合は、直ちに適切な措置を講ずるとともに、関係機関に報告

すること。 

(4) 工期は厳守すること。 

(5) 建築基準法、消防法、その他条例行政指導による軽微な変更及び現場の納まり

上必要な措置については、受注額の増減は行わない。 

(6) 入札に当たっては現地を十分確認し、積算すること。 

(7) 工事に係る法的手続等、関係法令を遵守すること。 

(8) 本工事に係る官公庁への諸手続等がある場合は、全て受注者が代行し、その費

用は受注者の負担とする。 

(9) 解体作業に当たっては、近隣家屋等に支障及び危険が生じないように安全を確

保し、音や振動、粉塵等が生じる工事は、十分に配慮すること。 

(10) 請負代金額の早期支払及び履行遅延の発生防止のため、工期内に完成検査を受

け、引渡しを完了すること。ただし、あらかじめ市長が認める場合はこの限りで

ない。 

(11) 落札者は、建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２０条の２第２項の規定

に基づき、工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象が発生するおそれがあると

認めるときは、落札決定から請負契約を締結するまでに、発注者に対して、その

旨を当該事象の状況の把握のため必要な情報と併せて通知すること。 


